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バイエルはドイツで創業して150

年以上、日本のバイエルも創業以

来100年を超える歴史があります。

その間、数多くの革新的な治療薬

や診断薬を開発し、イノベーション

への投資を続けてきました。特に

日本はバイエルにとって重要な市

場と位置付けられ、研究開発の成

果を日本の医療現場にできる限り

早く届ける取り組みが続けられて

います。患者さんとそのご家族の

「満たされない願い」に応えるた

め、革新的な新薬をいち早くお届

けすることを使命とし、医薬品の開

発を通じて人々 のクオリティ・オブ・

ライフの向上に貢献しています。

バイエルと神戸市、神戸医療産

業都市推進機構は、相互に連携を

図り、ライフサイエンス分野を対象

としたベンチャー企業の発掘・育

成及びベンチャーエコシステムの

構築に向けた協力体制を構築する

ため、2019年2月に「神戸医療産業

都市におけるベンチャー企業の育

成・支援等に関する連携協定」を

締結しました。

私が製薬分野に興味を持ったきっかけは、従兄がリ
ンパ腫と診断されたことです。彼は結婚し新しい生活を
始めたばかりでした。治療を受けてよくなりましたが、そ
の過程を見るうちに医薬品が人々の生活に大きな影響
を与えることに気づき、この業界で働く事を決めました。
50年以上前、医療用医薬品は製薬会社の研究所

で開発されていましたが、現在、医療用医薬品の多
くは、新しいビジネスの開拓を目指して起業したス
タートアップ企業と呼ばれる新進気鋭の企業とアカ
デミア（学術研究機関）、製薬企業が協力して開発
されています。創薬の方法はこれまでとは大きく変わ
りつつあります。バイエルは製薬会社として最先端技
術を開発する研究者をオープンに支援し、協力して
いきたいと考えています。

バイエルは、社外とのコラボレーションを通じて、
社内や自社の研究所にはないイノベーションにアプ
ローチしたいと思っています。そのための環境整備
（エコシステム※の構築）がされると、多くのイノベー
ションを創出できるという信念のもと2018年6月に
バイエルの理念と合致した神戸医療産業都市に
「CoLaborator Kobe（コラボレーター神戸）」とい
うインキュベーションラボを開設しました。すでに複
数のスタートアップが利用しています。日本には、エ
コシステム構築のための良い環境があると思います
が、まだやるべきことがたくさんあります。より良いエ
コシステムを構築することで、日本でビジネスをしよ
うとする企業家も増えるのではないでしょうか。ドイ
ツではより良いエコシステムや資金調達を求め米国
に進出した例を見てきました。ボストン等の世界トッ
プのエコシステムのモデル地域には、先端の研究施
設、大学、医療機関がそろっており、たくさんのイノ
ベーションが生まれています。同様に環境が充実し
ている神戸が、エコシステムを充実させていけば、ア
ジアだけでなく世界の重要な医療産業都市になれ
ると思っています。

バイエルには “Leaps by Bayer”というユニーク
なアプローチもあります。パートナー企業と共同で新
会社を設立し、イノベーション創出のための投資を行
う仕組みです。最近では、富士フイルム、 Versant 
Ventures と共同で Century Therapeutics に投
資しました。Century Therapeutics の基盤技術は、
日本が最先端の技術を有する iPS 細胞を用いてい
ます。今後日本市場向けだけでなく、世界に革新をも
たらすような医薬品が開発されるでしょう。
“Leaps by Bayer”は、すでに多数のスタート
アップに投資してきました。将来の医療を完全に変
えてしまう技術が次々に開発されることを大いに期
待しています。

よって、神戸医療産業都市はイノベーションの創出に
おいてより重要な役割を果たせると思います。

日本で起業する場合、直面する大きな問題が2つ
あります。まず、1つ目は「資金面でのサポート」です。
スタートアップは、最初は小さく始めますが、すぐに
資本が必要な段階になることが多いのです。早期の
投資への理解が得られない場合、融資を得るのは
かなり難しいでしょう。
次に「国際的なつながり」です。日本のスタート

アップは欧米よりもこの点に困っている人が多いと
感じます。最先端の技術があれば、それを日本国内
だけに留めることなく、世界中の研究者と協力すべ
きです。私たちは世界各国にいるバイエルの研究者
を通じて、研究者同士をつなぐことができます。様々
な国の研究者と協力し、議論することで、日本だけで
なく世界中の患者さんのための開発を加速できます。
また、日本には世界に知られていないすばらしい
技術が沢山あります。そういった素晴らしい日本の
技術を世界に周知していくのも、私たちの役目だと
考えています。
20年も前に医療産業都市の構想を作った神戸は
先見の明があったと思います。エコシステムの構築は
ひとつの企業や自治体では無理ですが、新しいアイデ
アをもたらすアカデミア、創薬を担う企業、資本を提供
する投資家、インフラを支援する自治体の輪の構築で
加速できます。エコシステムをさらに充実させることに

※ エコシステム：起業家、投資家、アドバイザー、行政支援の輪

I N T E RV I EW- インタビュー 神戸医療産業都市の企業・団体の関係者にKBIC Pressが独占インタビュー。
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バイエルはライフサイエンスを強みとする世界有数のイノベーション企業です。約110年前
に神戸に支社を開設した、神戸に縁のある企業でもあります。社会に根ざした活動を展開
し、医薬品の新技術の研究開発を積極的に推進しています。2018年6月には、アジア初の
インキュベーションラボ「CoLaborator Kobe（コラボレーター神戸）」を神戸医療産業都
市に設立。今回はバイエル薬品株式会社代表取締役社長ハイケ プリンツ氏に、お話をうか
がいました。

人々の生活を変える科学の力は
多くの可能性に満ちている

神戸医療産業都市とバイエルの
理念、コンセプトが合致

スタートアップを支援し、
新しい医療技術をうみ出す

日本の医療技術を育み、
世界に発信

“コラボレーション”が鍵となる
新技術の研究開発

バイエル薬品株式会社
Bayer Yakuhin, Ltd.



近年の医療では患者さんのQOL（Quality of 
Life＝生活の質）を重要視し、身体への影響をできる
限り減らす低侵襲医療が広がりつつあります。神戸低
侵襲がん医療センター（KMCC）は2013年4月に開
院し、「小さく見つけてやさしく治す」を基本理念に掲
げ、さまざまな最先端治療による「切らずに治す」がん
治療を提供しています。血液がん以外、ほぼ全身のが
んを対象としており、高精度の放射線治療を軸に、化
学放射線療法（抗がん剤治療＋放射線治療）、免疫
療法、IVR（カテーテル治療）、内視鏡治療などの治療
方法を用いています。
特に中心となる放射線治療は、麻酔の必要もなく、
患者さんの負担が非常に少ない治療法です。当院で
は3つの最新放射線治療装置を国内でも早期に導入
し、熟練の放射線科専門医が、患者さん一人一人の
がんの病状に応じて装置を選択し治療にあたります。
3つの放射線治療装置は、いずれも腫瘍に対して多
方向から集中するように放射線を照射します。正確に照
射するため呼吸に伴う腫瘍の動きを追尾することが出
来る定位放射線治療専用装置や、360度全方向から
腫瘍に照射して腫瘍の形に合わせた照射が可能な強
度変調放射線治療（IMRT）専用装置、広範囲を短時
間で照射出来る装置など、それぞれ特徴が異なります。
これらの装置を用いた放射線治療によって、治療回数
の削減や、副作用の発生頻度や程度を軽減することが
可能になるなど、患者さんのQOL向上につながります。
根治照射から再発予防のための照射、そして症状
緩和のための照射に至るまで、さまざまなステージの
がんで放射線治療の利点を最大限に生かしながら、
化学療法や免疫療法などとも併せて、高い治癒率を
目指しています。

患者さんは兵庫県内を中心に、がん診療拠点病院
をはじめとする病院からの紹介がほとんどを占めますが、
紹介状がなくても受診できます。まず地域連携室に電
話かFAXによる予約を行っていただき、受診され医師
の診察後には、速やかに必要なCT、MRI、PET-CT、消
化管内視鏡検査、気管支鏡検査など必要な検査を受
けていただきます。各結果は検査当日に説明されるの
で、短期間で治療へと進めます。診断の結果、手術が最
適な治療法である場合は適切な病院へ紹介するなど、
誰もが安心して治療に向き合えるようサポートします。
神戸医療産業都市内の神戸市立医療センター中央
市民病院、神戸大学医学部附属病院国際がん医療・
研究センター（ICCRC）、神戸陽子線センターなど多く
の医療機関と連携し、求められる最高水準のがん治療
の実践を目指しています。また、前立腺がんに対する定
位放射線治療のような新しい放射線治療や臨床研究
にも積極的に取り組んでいます。今後も人材、設備とも
に充実させ、低侵襲がん治療の専門性をより高めるこ
とに注力していきます。

新しい医療を市民の方に届けるためには、基礎研究
から臨床への応用まで、いくつかのプロセスを経て、有
効性と安全性を確立しなくてはなりません。
「医療イノベーション推進センター（TRI）」は、臨床
研究のためのデータ・解析センターとして、医療分野で
未解決の課題に対する研究の種や芽に光を当て、一日
も早く臨床現場で提供できるよう相談や支援を行って
います。設立15周年を迎えた2018年、さらなる飛躍を
目指し、臨床研究情報センターから名称を変更しまし
た。新組織は新規医療製品や医療技術の開発業務を
担当する「メディカルイノベーションディビジョン」と、研
究に必要なデータの収集・解析・構築、治験関連業務
などを行う「ヘルスデータサイエンスディビジョン」で構
成。研究指導医や生物統計家などの専門家たちがチー
ムを結成し、開発戦略から臨床研究の立ち上げ、研究
の推進、産業化をサポートしています。国内外の関係機
関と連携しながら、これまでがんや循環器疾患、再生医
療など幅広い分野で実績を上げてきました。

TRIがさまざまな研究支援を行う中で、注力している
一つが再生医療開発です。実用化に向けて有効性や
安全性を確かめる医師主導治験を数多くバックアップ。
研究費の獲得やデータマネジメント、規制当局への書
類作成、承認申請支援、開発企業への橋渡しなど多岐
にわたる業務を担当しています。きめ細やかな支援が結
実し、すでに保険医療として実現したもの、また、実現間
近な医療技術もあります。既に実現した例として、脊髄
損傷による手足の麻痺を改善する神経再生、聞こえを
取り戻す鼓膜再生があり、実現間近な例として、骨折の
治癒を早める骨再生、膝軟骨の傷を修復する軟骨再
生、下肢切断を回避する足の血管再生などがあります。
いずれも難治性疾患にアプローチする画期的な治療

法と期待されています。「我々が支援してきたプロジェク
トの中には、厚生労働省から有望な開発案件にのみ与
えられる先駆け審査指定に選出され、より迅速に承認
申請までこぎつけた例も少なくありません。プロジェクト
ごとに異なる課題に柔軟に対応できるのは、長年培っ
てきたノウハウや経験が活きているからこそ」と自信を
のぞかせるのは、同メディカルイノベーションディビジョ
ン事業統括の川本篤彦氏です。神戸から新しい医療
技術が生まれていることを市民にわかりやすく説明す
る場として、市民公開講座も無料で開催しています。
また、がんやアルツハイマー病、希少難病の特徴や
診断・治療について理解を深めてもらうため、最新の
疾患情報を届けるウェブサイトも運営。信頼性の高い
海外のサイトをピックアップし日本語で紹介しています。
世界最大・最新のがん情報『PDQ®』の日本語版であ
る『がん情報サイト』や希少・難治性疾患の世界最大
の情報サイト『Orphanet』の日本支部『オーファネット
ジャパン』は、患者やその家族、医療専門家などから高
い評価を得ています。
TRIはこれからも新しい医療の開発を通じて国民・
市民の福祉に貢献していきます。

INTRODUCTION 神戸医療産業都市で活躍している企業・団体のご紹介。

100歳現役社会の実現に向け、医療研究の“種”を“実”に高精度放射線治療を柱に「切らずに治す」がん治療を提供

神戸低侵襲
がん医療センター

（ていしんしゅう）
Kobe Minimally invasive Cancer Center

医療イノベーション
推進センター（TRI）

Translational Research Center for
Medical Innovation

Me�a� Me�a�

TRIでは健康長寿の実現を目指して、さまざま
な病気の治療開発を継続しています。再生医療を
はじめとした先端的な医療が市民の皆様の元に一
日でも早く届くことを願い、今後も当センターの
事業を展開していきます。また、私たちが活動を
行っていくためには市民の皆様のご理解が必要で
す。ホームページ等でご寄付のお願いもしておりま
すので、より一層のご支援をお願いいたします。

日本のがん治療をとりまく環境は大きく
変化しております。当院は患者さんの心身
の負担を軽減させ、近年飛躍的に進歩した
切らずに治すがん治療をさらに発展させて
いきたいと考えています。がんには、手術の
他にもさまざまな治療方法があることを
知っていただき、ご相談に来ていただけれ
ばと思います。

藤井 正彦 氏
理事長・病院長

川本 篤彦 氏

メディカルイノベーションディビジョン
事業統括

放射線治療を最大限に生かす 最適な治療を患者さんに提供する 専門家たちが臨床研究を支援

難治性疾患の治療普及を目指す

HPはこちら▶https://www.tri-kobe.org/
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定期開催イベント

詳しくはこちらから▶
詳しくはこちらから▶

詳しくはこちらから▶
https://rc.riken.jp/https://www.j-focus.or.jp/

計算科学振興財団
FOCUSスパコン利用講習会
【会場】高度計算科学研究支援センター 他
【日時等】下記URLよりご確認ください。

https://nextvision.or.jp/
project/event#anchor9

NEXT VISION ビジョンパーク
みちびクライミングウォール
【会場】神戸アイセンター2階ビジョンパーク内
【日時等】下記URLよりご確認ください。

健康“生き活き”羅針盤リサーチコンプレックス
各種イベント・セミナー
「1万人の健康計測プロジェクト」など、
定期開催しています。

今回初めて参画する医療関連企業や病院など、
KBICには新しい医療の情報が続々！
たくさんのイベントが同時開催されていますので、
Webのタイムテーブルをしっかりチェック。
参加スケジュールを立てて
今年の一般公開を攻略してください！

EVENT 神戸医療産業都市でのイベント・セミナー・各種募集情報をピックアップ。神戸医療産業都市でのイベント・セミナー・各種募集情報をピックアップ。

ヘルスケア
開 発 市 民
サポーター

募
集
中

休養、栄養、運動などの市民生活に近い分野（ヘルスケア分野）において、製品・サービスの開発のため
のアンケート調査やモニター試験に参画いただける「ヘルスケア開発市民サポーター」を募集しています。

https://www.fbri-kobe.org/cluster/healthcare/supporter.php詳しくはこちらから▶

詳しくはこちらから▶
皆さんのアイデアを形に！神戸発の健康商品を開発

https://www.fbri-kobe.org/kbic/ippankoukai/

検索神戸医療産業都市 ポータルサイト

イベン
トを10

倍楽し
む

『一般
公開攻

略情報
』を

教えち
ゃうも

め！

ポートライナーに
お得に乗車して
会場へ出かけよう！

イベントWeb画面表示の方
またはチラシをご持参の方には、

お得な乗車券をご用意しております。

販売場所／ミント神戸前広場２階
販売時間／9：00～14：00

一般公開
攻略情報

1

メディカルツアーは
2施設が初公開！

毎年大人気のメディカルツアーに
『神戸陽子線センター』、

『国際くらしの医療館・神戸』が
初参加！！

朝10時より先端医療センターで
整理券を配布します。

一般公開
攻略情報

2 1日中
イベントを楽しむための

お食事と休憩

周辺レストランの他、
キッチンカーやお弁当の販売など、
当日限定のお食事場所があります。

芝生を開放している
施設もありますよ！

一般公開
攻略情報

4

併設企画の
楽しみ方

１）AMDDアイデアコンテスト
小学生が、夢の医療機器の
アイデアを持ち合って
コンテストを実施します。

会場では本物の医療機器の体験コーナーを
設けており、どなたでも参加いただけます。

２）サイエンスアゴラ in KOBE
第一線の研究者と高校生が

一緒に登壇し、
トークセッションを行います。

一般公開
攻略情報

5

医療の最前線、神戸で働く
講演会

神戸医療産業都市で活躍する
各分野のスペシャリストが、それぞれの仕事の
魅力や本音をリアルにお話しします。
神戸医療産業都市で働いているって

どういうことか、
将来の可能性を感じてください！

～ ～神戸医療産業都市で
働く魅力

一般公開
攻略情報

3

市民の皆さまにすっかりお馴染みの
人気イベント、「神戸医療産業都市 一般公開」を

本年は11月9日(土)に開催します！

神戸医療産業都市の研究機関や大学で最先端の
医療・研究に触れることができる年に一度のチャンスです。

今回は、お子様だけでなく、将来医療系の進路を
考えている学生の方に向けた企画も多数。
この機会にぜひ神戸医療産業都市に

お越しください！

開催!!月 日11 9 土

神 戸 医 療 産 業 都 市

10:00 16:30（入場16:15まで）
※参加団体、イベントごとに異なります

2019年

開催場所：ポートライナー『医療センター駅』
『京コンピュータ前駅』周辺各施設

入場
無料

神戸医療
産業都市

かもめ
ん

神戸医療産業都市推進機構、神戸市、理化学研究所、甲南大学フロンティアサイエンス学部、
兵庫県立大学神戸情報科学キャンパス、神戸大学、計算科学振興財団、
高度情報科学技術研究機構、日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

参加団体

各所でイベント
が盛りだくさん

！

「一般公開特設サイト」
をチェック! !

開催日 11月8日（金）
時 間 10:00～18:00
場 所 神戸ポートピアホテル

定 員 1,000名
参加費 ・・・・2,000円セミナーのみ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,000円

セミナー+
ネットワーキングレセプション

2019日米医療機器イノベーションフォーラム神戸

https://www.fbri-kobe.org/
kbic/forum/

医療機器開発のフロントランナーである米国の
第一人者による講演や米国専門家を交えたパネ
ルディスカッションを通して、日本においての医療
機器開発イノベーション促進を後押しします。

会場内の移動には、
会場間無料シャトルバスも
ご利用ください。

会場内
無料シャトルバス

運行!

※当日のみ運行※当日のみ運行
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https://www.fbri-kobe.org/kbic/
神戸医療産業都市ポータルサイト

阪神・淡路大震災からの復興プロジェクトとして1998年にスタート。

新たな治療薬や医療機器の開発、今まで治せなかった病気の治療法の研究など、

市民の皆さまへ最先端の医療を届けるための取り組みが進められています。

神戸医療産業都市について。

『研究機関』『高度専門医療機関』『企業・団体』がひとつに集まることで、
新しく革新的な技術を生み出しやすくなる。

①基礎研究→②技術開発→③有用性・安全性の確認→④産業化（臨床
応用）へと進む工程を一体的に取り組むことができ、効率的･効果的に
医療としての実用化につなげられる。

といった大きなメリットがあるのです。

雇用の確保と
神戸経済の
活性化

市民の健康
・

福祉の向上

アジア諸国の
医療技術向上
への貢献

たくさん
集まる
ことで…

現在の
医療関連企業・団体の
集積数は…

※2019年8月末現在

※362 社／
団体

Foundation for Biomedical Research and Innovation at Kobe
2-2, Minatojima Minamimachi,Chuo-ku, Kobe City 650-0047

〒650-0047　神戸市中央区港島南町2丁目2番 先端医療センター内公益財団法人
神戸医療産業都市推進機構

お問い
合わせ

クラスター推進センター　都市運営・広報課
TEL 078-306-2231　FAX  078-306-0752




